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2022 聖マリアンナ医科大学-後期（英語解答） 

 

１ 

〔１〕 

(1) b  (2) b  (3) d  (4) a  (5) c   

 

〔２〕 

この 4 つのガンだけが定期健診の対象になっている。ただし裕福な国と地域限定であり、また世界のガ

ンによる死者数の 4 分の１を占めているに過ぎない。 

 

〔３〕 

様々な細胞の臭いのパターンを識別し、様々な乳がん細胞間の違いも区別できる。 

 

〔４〕人からがん細胞を取り出すには生検が必要だが、それは病気の疑いがあるときに実施されるもの

であり、スクリーニングテストには適さないから。 

 

〔５〕 

(b)→(a)→(d)→(c) 

 

〔６〕 

虫はがん患者の尿に集まり、健康な人の尿からは引き下がること。 

 

〔７〕 

(b)  

 

〔８〕 

(a)(d) 

 

２ 

〔1〕(a)  〔2〕(b)  〔3〕(c) 〔4〕(c)→(f)→(b)→(e)→(a)→(d) 

〔5〕(b)  〔6〕(b)＊順番は(c)→(d)→(b)→(a) 

〔7〕(a)  〔8〕(b)  〔9〕[D] 〔10〕(a) 

〔11〕(c)(e) 
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３〔1〕(d) 〔2〕(c)  〔3〕(d)  〔4〕(a)  〔5〕(c) 

 

【解説】 

〔1〕 

(a) Could you tell me about your favorite color on me?であれば正答となる。 

(b) good は形容詞なので that are good on me とするべき。 

(c) fit は「サイズが合う」で suit が「雰囲気が合う」。色に関して fit は不適。 

 

〔2〕 

(a) It is unbelievable / Ken said that you stayed ~とすれば正しくなる。 

(b) I didn’t think I could meet you here とするべき。 

(d) What a coincidence that SV～は「S が V するとは何て偶然だ」という意味であり、この場面では普通

「偶然」という表現は使わない。 

 

〔3〕 

(a) move a seat だと「席を（物理的に）動かす」なので意図が伝わりにくい。move to a seat over there

「向こうの席に移る」などであれば通じる。 

(b) 受動態となっている箇所を能動態に変えると、＊You may need turning down となり、need の目的

語に動名詞が入ることになるが、その場合は循環構文の形を取る必要がある。それができていないので

文法上のエラーと言える。 

(c) had better が強迫めいている点と、as it is passing の it が何を指しているのか不明瞭である点が不適。 

 

〔4〕 

(a)「ひょっとして同じこと考えている？」 

(b) at the same thinking という表現が存在しない。 

(c) クエスチョンマークが不適。 

(d) stomach の場合は rumbling で「お腹がぐーぐーとなる」という表現にする。heart だと ringing で「胸

がドキドキする」となる。 

 

〔5〕 

(a) 理由を表すためには I’m 10 minute-late because of heavy traffic などとするべき。 

(b) 全く通じない表現となっている。たとえば、I’m late for 10 minutes; given this heavy traffic, I truly 

regret to have made this early appointment.といった表現にすれば伝えたい内容が伝わる。 

(d) will be Ving「（自然な成り行きとして）～することになる」は問題ないが、miss an appointment「約

束をすっぽかす」と by not less that 10 minutes「少なくとも 10 分は」の繋がりが悪い。「少なくとも 10

分間は約束をすっぽかすことになりそうだ」とは普通言わない。 


